
 

 

 

 

 

 

 ８月２６日からスタートした二学期も早や１ヶ月が経過し、毎日の授業はもちろんのこと、計画されている

学校行事やその取組みが本格的に始まりました。 

 先陣をきって９月１２日には「新生徒会本部役員選挙」が行われました。暑

い日が続く選挙活動期間でしたが各役職に立候補した生徒たちは個々の決意

を胸に山科中を更に活性化させるために自分の考えや思いを全校生徒へ伝え

続けました。改めて選出された本部役員の生徒たちには是非とも山科中の歴史

に新しい足跡を残してほしいと願っています。 

 ９月２４・２５日の２日間、「第３回テスト」を実施いたしました。第２回テスト以降学んだ学習の成果と

定着を確認する大切な定期テストです。どの学年、学級の生徒も真剣に問題と向き合い、途中で諦めず、粘り

強く取組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 先生方も９月４日に「山醍支部研修会（於、支部内各中学校）」、１８日には「小中合同授業研修会（於、山

科中）」に参加し授業改善に向けた研究や小中連携の在り方等をテーマに限られた時間でしたが、本校及び各

小学校の課題に教員同士が向き合い検討する中、今後の改善に向けた対応策を確認することができました。 

 

 

 

 

 

 

 板材による製品の設計・製作を通じて知識や技能の向上を図り、本大会を通じて

中学生の交流を深める目的で毎年実施されている「木工チャレンジコンテスト」の

二次選考（技能選考）が９月２０日、京都工学院高を会場に開催され見事に優勝し

全国大会の出場権を獲得しました。当日は、既に一次選考（書類選考）を通過した

上位８名により技能を競いました。本校から出場したＨＹさんは「課題」に準じた

作品を丁寧に、手際よく完成させ、関係者より絶賛されたようです。 
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◆ 

９月６日（土）に百々小グランドで開催されました恒例の「百々学区こどもまつり」において吹奏楽部によ

る「演奏」という贈り物を届けることができました。 

今夏開催されたコンクールで念願の「金賞」を受賞した吹奏楽部員たちは地域への感謝の意を一人一人の音

に込め会場内を和やかな雰囲気に包んでくれました。来賓・来場者からはアンコールの手拍子が鳴り止まず、

期待に応えた部員達からは心温まる演奏を音魂込めて披露してくれました。百々学区自治連会長をはじめ各種

団体長様からは絶賛の思いと感謝の言葉を頂戴いたしました。 

９月２５日には園芸部が昨年より交流を続けている「山階南学区社会福祉協議会押し花部」と交流会をさせ

ていただきました。来校された方々との世代を越えた交流に当初は緊張と戸惑いがありましたが、今では「花」

に纏わる作品づくりを一緒に取組んでいます。地域に見守られ、地元の方々と交流できることは貴重な体験と

なり、良き思い出になったことでしょう。ありがとうございました。次回も楽しみにしています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


